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的に死に対する抗議だからである..J(ibid. p. 688-p. 689) 
ここに至って反抗は，もう一つのニヒリズムである殺人を完全に拒絶できる. しかし，
A. CamusとFストヱフスキーの「悪霊」について 51 
ニヒリズムの根は恐るべきほどに強く深いものである.カミュ自身にとっても歴史にとっ
ても偶然な一事件が，この誠実な歴史の証人を葬り去り，彼のニヒリズムに対する挑戦を
中絶させた.今なおニヒリズムは新しい相貌をもって，世界に対する悪魔的な諺透を止め
ない.カミュの警告の言葉がその輝きを失わないために，人間は自己の意識を完全に目覚
めさせ，ほとんどシジフォスの様な報われない努力を執助に続けなければならないだろ
う.この努力が続く限り， ドストエフスキーが提出し，カミュが受けついだニヒリズムと
自由の問題は依然として，日々に新たなのである.
